
自 己 締 結 バ ッ ク ル
ベルトおよびロ－プ用

‣市販のバックルは双方向の長さ調整に難

‣ベルトが滑る可能性あり

‣ベルトの完全ロック条件は不明確

背 景

容易な双方向長さ調整操作 ＆ 完全ロック
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ベルト長さ調整具の特徴

ベルトが滑ることなく，破断に至るまでベルトを確実に固定できる．

調整具を回転させてベルトの重なり部を無くせば，容易に双方向の長さ調整ができる．

大分大学 今戸研究室
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T1 / T2  による寄与分

T2 / T3  による寄与分
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バックルの展開角度  ζ°

µ=µb=0.1

T3 / T4  による寄与分
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バックルの展開角度 ζ°

Ti：ベルトの張力 μb：ベルト同士の摩擦係数

μ：ベルトとパイプやピンとの摩擦係数

摩擦力の８割以上はベルト二重部が負担する．

応用例


